
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

8

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

9

宮内伸彦
産業建設課長

  

現
在
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
大
き

さ
な
ど
聞
き
取
り
を
し
て
お

り
、
早
急
に
対
応
す
る
。佐藤德治 議員

　

大
豊
町
商
工
会
発
送
事
業

費
補
助
金
200
万
円
の
内
容
は
。

宮
内
伸
彦
産
業
建
設
課
長

　

本
事
業
は
、
買
い
物
弱
者

と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
を
主
体

と
し
た
住
民
に
対
し
て
、
商

工
会
員
で
あ
る
商
業
者
が
発

送
事
業
者
と
し
て
、
注
文
を

受
け
た
商
品
を
即
日
、
自
宅

ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
一
件
当
た

り
の
手
数
料
560
円
（
発
送
料

297
円
・
代
引
手
数
料
263
円
）

の
う
ち
、
300
円
（
残
額
260
円

は
、
購
買
者
150
円
と
事
業
者

110
円
負
担
）
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
発
送
に
併

せ
て
、
高
齢
者
の
見
守
り
業

務
を
発
送
業
者
に
委
託
を
し
、

官
民
連
携
で
の
高
齢
者
の
安

否
確
認
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

人　

事

教
育
委
員
会
委
員
任
命
同
意

 

（
賛
成
・
全
員
）

　

大
豊
町
川
口

２
０
５
０
番
地
49

　

松
高
俊
二

任
期

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
９
月
30
日

大
豊
町
八
畝
858
番
地

  

西
村
富
秋

 

任
期

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
９
月
30
日

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

（
賛
成
・
全
員
）

　

大
豊
町
中
村
大
王
720
番
地

  

佐
竹
範
久

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者

に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
で
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
太
陽
熱
、
大
気
中
の
熱
そ
の
他
の
自
然
界
に
存
す

る
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
が
枯
渇
せ
ず
繰
り
返

し
使
え
、
発
電
時
や
熱
利
用
時
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
優
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

本
町
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
が
可
能
で
、
今
後
の
環
境
政
策
、
地

域
政
策
と
し
て
地
域
の
資
源
を
活
か
す
こ
と
か
ら
地
域
の

未
来
を
切
り
開
き
、「
環
境
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
な

山
村
」
を
目
指
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く

必
要
が
あ
る
。

　

委
員
会
条
例
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
５
人
の
委
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
。
こ
の
委
員
会
に
付
託
の
上
、
調
査
終

了
ま
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

委
員
長　
　

佐
藤　

德
治

　
　
　

副
委
員
長　
　

今
井　

安
博

　
　
　

委　
　

員　
　

重
森　

一
宗

　
　
　

委　
　

員　
　

都
築　

正
光

　
　
　

委　
　

員　
　

西
村　

正
尚

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

調
査
特
別
委
員
会
設
置

行

報
政

告

○
大
豊
町
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
全
国
大
会
出
場

吉松英喜
教育長

　

８
月
12
日
か
ら
大
阪
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
12

回
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
高
知
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
初

戦
沖
縄
県
代
表
の
与
勝
中
学

校
と
対
戦
し
、
善
戦
し
た
が

惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

○
大
豊
町
中
学
校
３
年
生
海

外
研
修
終
了

（
吉
松
英
喜
教
育
長
）

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
ヘ

イ
リ
ベ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
校
の

訪
問
と
３
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
中
心
に
研
修
し

ま
し
た
。
特
に
学
校
訪
問
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
同
校

の
教
職
員
や
保
護
者
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
生
徒
に
は
国
際
的

視
野
に
立
ち
、
こ
の
貴
重
な

体
験
を
自
分
の
将
来
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
研
修
に
当
た
り
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
始
め
関
係
各
位
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

○
大
豊
町
長
選
挙
・
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
決
定

石川靖郎
選挙管理委員長

　

平
成
24
年
12
月
18
日
に
任

期
満
了
を
迎
え
る
大
豊
町
長

選
挙
に
つ
い
て
は
、去
る
９
月

２
日
の
定
例
委
員
会
に
お
い

て
、11
月
20
日
告
示
、11
月
25

日
投
票
と
決
定
し
ま
し
た
。

  

議
会
議
員
補
欠
選
挙（
１

名
）に
つ
い
て
も
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

オーストラリア研修

意 

見 

書

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　

日
米
政
府
は
地
元
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
反

対
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墜
落
を

繰
り
返
す
欠
陥
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
を

７
月
に
米
軍
岩
国
基
地
に
陸
揚
げ
し
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
い
か
な
る
飛
行

運
用
も
行
わ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
も
の

の
、
沖
縄
普
天
間
基
地
に
配
備
す
る
計
画

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
う
え

米
軍
が
勝
手
に
設
定
し
た
、
高
知
県
な
ど

に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
６
本

の
「
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
」
に
お
い
て

低
空
飛
行
訓
練
を
実
施
す
る
計
画
ま
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
機
は
開
発
段
階
か
ら

重
大
事
故
を
繰
り
返
し
、
４
月
に
は
ア
フ

リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
で
、
６
月
に
も
ア
メ
リ

カ
の
フ
ロ
リ
ダ
で
墜
落
を
し
て
い
る
。
し

か
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
飛
行
中
に
エ
ン
ジ
ン

が
停
止
し
た
際
、
普
通
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
あ
る
機
体
の
降
下
に
よ
る
空
気
の
流
れ

で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
、
浮
力
を
得
て
着
陸

す
る
「
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
機
能

が
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
れ
ば
墜
落

す
る
し
か
な
い
欠
陥
機
を
日
本
に
配
備
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
も
我
が
県

民
の
住
む
上
空
を
低
空
で
飛
行
す
る
な
ど

絶
対
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

平
成
17
年
に
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練

中
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
失
神
し
、
墜
落
事
故

を
起
こ
し
、
２
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
知
県
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
、

昨
年
１
年
間
に
375
回
運
行
し
て
お
り
、
こ

の
ヘ
リ
と
の
衝
突
事
故
が
危
惧
さ
れ
、
低

空
飛
行
訓
練
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
日
本
領
土
に

配
備
さ
せ
な
い
こ
と
。
米
軍
機
の
低
空
飛

行
訓
練
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
を
、
内
閣
総

理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地
方
財
源

を
確
保・充
実
す
る
仕
組
み
」の
構
築
を
求

め
る
意
見
書	

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　
　

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
は
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
地

球
規
模
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
森
林
の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環

境
の
保
持
な
ど｢

森
林
の
公
益
的
機
能｣

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
京
都
議
定
書
に
お
い

て
、
第
１
約
束
期
間
で
あ
る
平
成
20
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
の
間
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
６
㌫
削
減
す
る
こ
と
が
国
際
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
3.8
㌫

を
森
林
吸
収
量
に
よ
り
確
保
す
る
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
税
」
が
平
成
24
年
10
月
に
導
入
さ

れ
る
一
方
、「
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
」
に
つ
い
て
は
、「
平
成
24
年
度
税
制
改

正
大
綱
」
に
お
い
て
、「
平
成
25
年
度
実
施

に
向
け
た
成
案
を
得
る
べ
く
更
に
検
討
を

進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の

整
備
・
保
全
等
の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊

富
な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
、

山
村
地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・
総
合
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
市
町
村
で
は
、

木
材
価
格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
情

勢
に
あ
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久

的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て

最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整

備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割

を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ

て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と

を
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出

す
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書	

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　

近
年
、
野
生
生
物
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
は
、
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
被
害

は
経
済
的
損
失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
家
の

生
産
意
欲
を
著
し
く
減
退
さ
せ
、
ひ
い
て

は
農
村
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
き
か
ね
な

い
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

本
県
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

被
害
額
は
、
こ
こ
数
年
、
２
億
円
か
ら

３
億
円
と
高
ど
ま
り
で
推
移
（
平
成
22
年

度
は
約
２
億
４
６
０
０
万
円
）
し
て
お
り
、

そ
の
被
害
は
農
林
業
へ
の
直
接
的
な
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
林
の
荒
廃
を
招
き
、

豪
雨
時
の
土
砂
流
出
被
害
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

平
成
20
年
２
月
に
は
、「
鳥
獣
に
よ
る
農

林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の

支
給
や
地
方
交
付
税
の
拡
充
、
都
道
府
県

か
ら
市
町
村
へ
の
捕
獲
許
可
の
権
限
移
譲

な
ど
、
各
種
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
狩
猟
期
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
に
対
し
て
独
自
の
捕

獲
補
償
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
市
町
村

に
お
け
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
被
害
防
除

を
支
援
し
て
き
た
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル
等
の
生
息
数
の
増
加
に
歯

ど
め
が
か
か
ら
ず
、
被
害
の
軽
減
ま
で
に

は
至
っ
て
な
い
。


